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神泉苑と御霊会－禁苑の変質とその契機－ 
 






































































































１ 『日本後紀』逸文（『類聚国史』七三－相撲 七三－七月七日）大同二年（八〇七） 
  七月七日条。 
壬辰。御神泉苑。観相撲。令文人、賦七夕詩。後日、文人詩綿有差。 
 



























































































































































































― 10 ― 
註５ 『平安時代史事典』角川書店、一九九四年。 
註６ 『日本紀略』弘仁十年（八一九）五月十七条にみえる「幸神泉苑。奉幣貴布禰社、祈雨」
の記事は、『日本後紀』の逸文でもあるが、この記事をもって、神泉苑での祈雨儀礼の執行
とみなす見解もある。しかし、この記事は、貴布禰社に奉幣し、祈雨を祈願した場が神泉
苑であったことを意味するもので、神泉苑で祈雨儀礼がなされたわけではないと考えるべ
きであろう。また、弘法大師空海が、神泉苑で雨乞いの祈雨修法を行ったことを伝える話
があるが、それらを史実とするにはなお証明を加えねばならない伝承と考えざるをえない
と思える。したがって、神泉苑での祈雨儀礼が行われた確かな事実は、史料４の元慶元年
（八七七）六月二六日であろう。 
 
註７ 荒木敏夫「古代の苑池と王権」（『東アジアの古代文化』一三七号、二〇〇九年）。 
